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α, β を複素数とし，複素数平面上の 3点 O(0)，A(α)，B(β) が三角形をなすとす

る．点 Aを点 Oを中心として π
3
だけ回転した点を P，点 Oを点 Bを中心として

π
3
だけ回転した点を Q，点 Bを点 Aを中心として π

3
だけ回転した点を R とする．

△POA, △QBO, △RABの重心をそれぞれG，H，Iとする．以下の問いに答えよ．

(1) 3点 P，Q，Rを表す複素数のそれぞれを α, β を用いて表せ．

(2) 3点 G，H，Iを表す複素数のそれぞれを α, β を用いて表せ．

(3) 3点 G，H，Iが三角形をなすとき，△GHI が正三角形かどうか判定せよ．
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【答】
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√
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)
(3) △GHIは正三角形である．

【解答】

(1) 3 点 P，Q，R を表す複素数をそれぞれ p, q, r と

O

A

B

P

Q

R

G

H

I

π
3

π
3

π
3

おく．
P は点 A を点 O を中心として π

3
回転させた点で

あるから

p = α
(
cos π

3
+ i sin π

3

)
=

1 +
√
3i

2
α ……（答）

である．
Q は点 O を点 B を中心として π

3
回転させた点で

あるから

q − β = (0− β)
(
cos π

3
+ i sin π

3

)
= − 1 +

√
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2
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∴ q =
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√
3i

2
β ……（答）

である．
Rは点 Bを点 Aを中心として π

3
回転させた点であるから

r − α = (β − α)
(
cos π

3
+ i sin π

3

)
= (β − α)
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∴ r =
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√
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2
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2
β ……（答）

である．



2

(2) 3点 G，H，Iを表す複素数をそれぞれ g, h, j とおく．
Gは △POA の重心であるから

g =
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√
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である．
Hは△QBOの重心であるから
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1−
√
3i

2
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3
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6
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である．
Iは△RABの重心であるから
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である．
(3) 3点 G，H，Iが三角形をなすから，g \= hであり，(2) の結果から
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= cos π
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となる．これより

|j − g|
|h− g| = 1 かつ arg

j − g
h− g

= π
3

すなわち

GI = GH かつ ∠HGI = π
3

であり，△GHIは正三角形である． …… (証明終わり)


